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こころの健康と看護

　精神看護学はあらゆる看護領域におけるこころの健康にかかわる看護学であることから、その実践の基盤は、こころの健
康を理解することにある。したがって、最初に、こころの健康に関する諸概念や理論を学び、学習者自身の自己理解、他者
理解を深め、自己活用による治療的な人間関係形成、治療的環境が提供できることを目指す。同時に、主要な精神疾患と治
療概要を理解し、急性期状態にある対象者と家族への看護を学ぶ。
教育目標
１．こころの健康を支える精神看護について学びを進めるための基盤となる諸概念について理解する。
２．こころの発達の特徴と生じやすい問題について理解し、それに対する看護を理解する。
３．対象―医療者の治療的関係の成立過程、自己を活用したコミュニケーション方法を理解する。
４．急性期の治療・看護が必要とされる代表的な精神疾患の病態・治療・予防について学習し、対象及び家族に対す
　　る看護の基礎的知識を理解する。

１．人間のこころを見る視点、こころの基本理解
２．看護の基礎となる主要な精神疾患の理解①
３．看護の基礎となる主要な精神疾患の理解②
４．こころと行動の関係、精神力動論的な理解
５．心の構造、防衛機制
６．人間関係から生じるこころの問題の理解・相互作
　　用モデル
７．精神看護における対人コミュニケーションの特徴
８．治療的患者―看護者関係の意義、自己理解・他者
　　理解の方法

９． 治療関係の構築とコミュニケーションスキル①
10．治療関係の構築とコミュニケーションスキル②
11．看護場面の再構成　トレーニング法①
12．看護場面の再構成　トレーニング法②
13．急性期にある患者の安全を守るために必要とされ
　　 る治療環境、看護と法的根拠
14．ストレス・危機介入、PTSD
15．リエゾン精神医療と看護

教）萱間真美ほか『精神看護学』（南江堂）2010、根岸敬矩ほか『保健・医療・福祉系学生のための臨床精神医学』（医学出版社）2008
参）吉松和哉ほか『精神看護学Ⅰ　精神保健学』（ヌーヴェルヒロカワ）2007
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